莊琍晴499E0032 　　　　　「細い糸」翻譯作業
直木三十五という名前を覚えたのは、たしか小学校四年のときである。父の本箱に「南国大平記」があった。題名は辛うじて判ったが、三十五が読めなかった。

會記得直木三十五這個名字的原因，印象中是在小學四年級的時候。爸爸的書櫃上有一本叫作「南国大平記」的書，雖然標題能勉強看懂，但三十五卻唸不出來。
その頃私は夏目漱石（なつめそうせき）の「坊っちゃん」に夢中になっていた。生まれてはじめて手にとった大人の小説が、肩ひじ張らない自然な語り口で話しかけてくれることが嬉しくてたまらず、親の目を盗んで読みふけっていた。
那時我很著迷夏目漱石的「少爺」，是我至今第一本拿到的大人頃向小說，讓人心情放鬆的自然語調向我搭話來讓我壓抑不住開心的感覺，背著父母偷偷的讀了。
こましゃくれていたとはいえ、数えの十二である。今にして思えばどれほどのことを読みとっていたのかあやしいものだが、私は「坊っちゃん」の次は「三四郎」「それから」にすすみ、このへんはあまり面白くないので途中でやめて「倫敦塔」に向っていた。
說是說轉大人，其實年紀也才十二歲。現在想想也很質疑那時到底有哪些東西有真正讀進去，我在讀完「少爺」之後讀的是「三四郎」接著「在那之後」，覺得這不太有趣就讀到一半改讀「倫敦塔」去了。
「南国大平記」を読んだのは、このあとあたりではなかったろうか。

当時、私は父の転勤について東京から鹿児島へ移ったばかりであった。社宅は城山のならびの山を背にした高台にあり、すぐ目の前に桜島が煙を吐いていた。
讀「南国大平記」應該不是在這個時候吧。
當時我因為爸爸的轉勤而剛從東京搬到鹿兒島，公務住宅是背對著與城山並列的山的高台，近在眼前的是正在吐著煙的櫻島。
父の本箱は、納戸の六畳にあった。すぐ裏まで山が迫っているせいか昼でも薄暗かったが、あかりとりになっている桟をずらすと、光が縞になって差し込み、夏蜜柑や枇杷の匂いがする風が入って来た。藪蚊さえ我慢すれば、かなり居心地のいい図書室であった。
爸爸的書櫃在儲藏室的六榻榻米上。可能是因為山迫在眉睫的關係，即使是中午也有一點灰暗，把採光用的桟竹稍微移動了一下之後，光就成條紋狀的照了進來，也進來了有夏蜜柑跟枇杷的味道的風。如果忍受得了黑斑蚊的話，這會是個很舒適的圖書室。
薩摩が舞台になっていると思うせいか、「南国大平記」は面白くて面白くて、学校へ行ったり夜眠ったりするのが惜しくて仕方がなかった。親にみつかったときの用心に、相馬御風の「良寛さま」をそばに置いて、胸をドキドキさせながら読んでいた。私がはじあめて出逢った、面白くてやめられない小説であった。
可能是因為舞台設定在薩摩，覺得「南国大平記」十分有趣，甚至覺得去學校還有晚上睡覺都非常可惜。被父母發現時總很小心的在旁邊擺上相馬御風的「良寛さま」，心臟噗通噗通的繼續讀了下去。是我第一次遇到一本有趣到我無法自拔的小說。
それからも、本は好きで乱読したが、将来筆で立とうなど微塵も思わなかった。学科のなかでは体操が好きで、体育専門学校へゆきたいと本気で考えたこともあった。こと志と違って、国文学を専攻したが、これも勉強よりアルバイトとバレーボールに血道をあげている時間のほうが長かった。
在那之後也，因為喜歡所以隨機的挑了書來閱讀，將來要用筆為生什麼的一丁點也沒想過。在學科裡喜歡體操，因而也有認真想過想去體育專科學校。但事情不如想像中那般，我選擇了國語文學專科，且比起讀書更熱心於花時間在打工及排球上。
二つのなかからひとつを選べるときは、楽なほう面白そうなほうを選び、スキーにゆく小遣い欲しさにさしたる考えもなく放送台を書く仕事をはじめた。
當兩個選項中要選擇其中一個時，選比較輕鬆比較有趣的，想去滑雪而想要零用錢而沒想很多的就開始了廣播台的紙筆工作。
もぐらがやみくもに穴を掘るように、なにか面白いことはないか、もっと面白いことはないかと、ぼんやり歩いてきた歳月だったような気がしている。ぼんやり過して来た歳月の延長線上に、思いがけなく直木賞があった。

如同地鼠會盲目的挖地洞一樣，有沒有什麼比較有趣的事情嗎？有沒有更有趣的事情嗎？發現這樣想著想著就緩緩乎乎的渡過了至今的歲月。在緩緩乎乎渡過來的歲月延長限上，出乎意料的獲得了直木獎。
小説家になりたいなど、ただの一度も考えたことはなかった。なれるとも思っていなかった。私は声に出して「文学」という言葉を発音したことは、ただの一度もないように思う。
連一次都沒想過想成為小說家之類的事情。也沒想過能真的當成。
用我聲音表達出「文字」這個語言，我甚至不曾覺得有過。
鹿児島の納戸で直木三十五を読んだときから目に見えない細い糸が張られていたのか。私は今日の今日まで全く気がつかないで過して来た。
在鹿兒島的儲藏室讀到直木三十五之時，上面已經佈滿眼睛所看不見的細線。我直到今天為止完全都沒發現到。
